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基本方針

患者さんの視点に立ち、 良質で高度な医療を
提供します。

独立行政法人 国立病院機構独立行政法人 国立病院機構

202�年

患者さんの権利と意思を尊重します。 安全で優
しいチーム医療を提供します。 倫理を重んじ高度
で先進的な医療を提供します。
地域医療連携の促進を図ります。
骨 ・ 運動器疾患の臨床研究を推進します。
職員は研鑽に励み、 健全な経営に努めます。
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野崎龍雄さん寄贈（4ページ記事）
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14︓00～
15︓00

演奏
（ピアノ・バイオリン）

演奏
（フルート・ピアノ）

歌唱：シャンソン
（高久 由紀子・ピアノ）

1.美しき青きドナウ 1.ムーン・リヴァー 1.パリの空の下

2.情熱大陸 2.ホール・ニュー・
　ワールド

2.バラ色の人生

演奏
（カリンバ）

歌唱

（ハモムラ）

1.海の見える街 1.白い恋人達

2.クリスマスメドレー 2.きよしこの夜

音楽祭の模様を
Youtubeで

配信中！
ぜひご覧
ください(^♪̂

村山音楽祭は、職員が皆で楽しみながら、練習を
重ね一つ一つのメロディーを奏でています。
素敵なメロディと共に、クリスマスの楽しいひと時を
お過ごし頂けましたら幸いです。
★今年も会場の入場制限（48名）を行いました
。会場に入場できない患者さんには、LIVE配信を
行い、病棟で一緒に音楽祭を楽しみました︕

TOPICSTOPICS



  Murayama Hospital News  03

会場に入場された患者さんからの声

素敵な感想をありがとうございました︕
入院中の患者さん限定 イベント☆

病棟で視聴された患者さんからの声

（各病棟デイルームで）
素敵な感想をありがとうございました︕

入院中の患者さん限定 イベント☆

会場入場者 47 名

病棟配信視聴者　64名

合計　111名

・ 単調な入院生活にアクセントを与えてくれた。
・ 珍しい楽器の演奏が聴けて良かった。
・ 仕事をしながらなのに、こんなに上手にできるとは思わなか

った。
・ 廊下で歩行訓練をしていても、音色が流れてきて、歩く時

間が楽しいものになった。
・ 村山医療センターの『早く元気になってほしい』が伝わって

きた。
・ 気分転換になった。・全部知っている曲だったので、うれしか

った。
・ 久しぶりに、楽しく過ごさせていただきました。
・ 非日常的な空間で聴きいりました。
・ 入院して初めて参加させていただきましたが、良い取り組

みだと思う。今後もぜひ続けてもらいたい。
・ 心が和みました。シャンソンやバイオリンなど感動いたしまし

た。
・ 聞いている側も一緒に参加できる曲があるとよい。

・プログラムからチケットまで、クリスマス雰囲気バッチリで温か
みを感じた。プログラムがとてもよかった。

・すごくすごくよかった。素敵でした。
・久しぶりに音楽の世界に触れることができ、短い時間でした

が、楽しかった。
・心癒されるひと時を過ごせた。
・カリンバ演奏、きれいな音色に感動した。
・生の演奏︓フルート・ピアノ・バイオリン・カリンバシャンソン等ど

れ一つとっても素敵、熱意が感じられ感謝の気持ちでいっ
ぱい。

・痛いことを忘れていた。
・音のない世界に5ヶ月間入院中、オアシスのようなひと時だ

った。
・ここまで本格的だと思わなかった。
・感動した。
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合計　111名

野崎龍雄さんインタビュー

「突然の受傷、四肢麻痺」
　　　～絶望から手術、リハビリそして復活、受賞まで～

　野崎氏は養護学校で美術、図工などを教えていた。2013 年、画家として生きていくこと
を決め、教職を去る。2020 年 5 月、頸髄損傷を受傷。そして、翌 2021 年、太陽美術協会
東京都知事賞を受賞する。

画家、野崎龍雄氏の作品をご覧いただきたい。

0.025mmのペン先で描いた。この作風は 2020 年の頸髄損傷受傷後につかみ取ったものだ。

「真っ暗闇」からはじまった

　「真っ暗闇」、受傷当時の心境をこう語った。涙が流れ落ち、ベッドを濡らした。流れる涙
を拭うこともできない、手も指も動かないから。
　立ち直ることは簡単ではない。自分「だけ」が背負い込んだ障害に、なぜ私だけがと孤独
感を募らせる。人も世の中も、見える景色は、まさに真っ暗闇だ。入院中、いろいろな人を見た。
モノを投げたり、看護師にアタリ散らかしたり。「おまえの顔なんか見たくない。」と罵倒する。
それを野崎氏は修羅場と表現した。他人事ではない、野崎氏は、「私も家族に八つ当たりを
していましたよ。」と述懐する。
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ひとりではない、だから今がある
　ひとりではない。この言葉が野崎氏の心に住んでいる。
　画家として生きていく、再起のキッカケは人だ。手術後、寄り添ってくれた看護師の担
当替えの時は、涙が出た。一生懸命マッサージしてくれたリハビリスタッフ、その気持ちが、
今も忘れられない。語りながら、野崎氏の声は震えていた。

　食事が自分でとれるようになった頃、ベッドの上でできる
ことがないか考えた。ベッドの上で描く作品を、医師や看護
師のみんなが褒めてくれた。最高の励ましだ。

　苦しいリハビリを支えてくれたのは、納得性だ。3ヶ月もす
れば、リハビリで伸び悩みを感じることもある。「急性期を過
ぎた後（数カ月以降）は、回復速度が遅くなり、回復の程度
も限定的になることがあります。」医師は、かみくだいて教え
てくれた。

　「（回復が鈍化しているときでも）どれだけやったかで、数
年後に今より確実にレベルアップするのですよ。」がんばった

ことは裏切らない、そう信じることができた。やれるという未来が見えてくる。
　「整形外科医の先生方、看護師の方々、療法士の先生方。その協力がなければ、今はあり
ませんでした。」野崎氏は、繰り返し語る。

　今、100号を描いている。大きな絵だ。テーブルの上に置いて、絵を回しながら描き進める。
ついこないだ、初めて立てかけて絵の全体を見た。
そして出来にも満足だ。
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脊椎脊髄センター外来のご案内

☆受診をお勧めする方
他院で脊椎、脊髄病変を指摘され、手術をご希望の方

☆特徴

豊富な知識と高度な技術を持った日本脊椎脊髄病
学会指導医及び専門医が診療

一般の外来を受診されるよりも優先的に手術枠を
確保しますので、手術までの待ち時間を短縮　

術後のリハビリも充実しており、経験豊富な
スタッフが患者さまの状態に合わせて実施

☆今まで利用された症例

他院を受診するも手術まで３ヶ月待ちと言われた。
当センターを受診し、頚椎症性脊髄症の急性増悪の診断で、緊急手術を実施
術後リハビリテーションを行い立位不可であったが、独歩可能となった。

急激に発症した右下肢激痛で近医より紹介で当センターを受診
診察の結果、数週間の投薬と保存療法により症状改善が期待できるとの診断
２週間の安静加療により症状の消失を認め手術を回避することができた。

〇予約枠　月曜日・水曜日　９：００、９：１０、９：２０
○予約等に関してのお問い合わせ先
　 　 　　☎  ０４２－５６１－１６９８　
　　　　 　　０４２－５６１－０９６５
　　　　 　　（ 平日  １３：００～１７：００）

専門医
対応

早期
手術

充実した
リハビリ

症例 ①

症例 ②
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第５1回武蔵村山市民駅伝競走大会に参加しました

準優勝のリハビリチーム

　令和６年１２月８日（日）に第５１回武蔵村山市民駅伝競走大会が開催されました。今年は昨年同様、
総合体育館及び市内駅伝コース（一般公道）での開催となり、全９０チームがエントリーしました。
　当センターからはドクターチーム、事務部チーム、リハビリチーム、看護リハビリ混合チーム、女
子チームの計５チームがエントリーし、今年も無事に全チームがスタートラインに立つことができま
した。
　公道コースであり、コース全体の沿道で沢山の方々が応援されており、「村山医療センターがんば
れ！」と声を掛けて頂きありがとうございました。

　レースの結果ですが、一般の部にてリハビリチームが第２位
（銀メダル！）、ドクターチームが第２０位、看護リハビリ混合
チームが第２１位、事務部チームが第３４位、女子の部にて女
子チームが第４位と全チーム完走し、ゴールまで襷を繋げるこ
とができました。特にリハビリチームは前回第３位でしたが、
今回は第２位と一つ順位を上げました。記録も前回より２分１
秒上回り大健闘でした。
　チームや仲間を思い、各自が各区間を責任もって走り、チー
ムの汗と思いがしみ込んだ襷を仲間に繋ぐのが駅伝。どの部署も患者さんの為に全力で襷を繋ぐとい
う意味では、病院におけるチーム医療も駅伝の様だと感じました。
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クリスマス装飾・イルミネーション点灯

イルミネーションは２月迄点灯しています

点灯時間 １７時～２２時

作業療法部門の様子 大きなツリー（正面玄関）

多くの方に病院でもクリスマスの雰囲気を感じて頂ければと思い、ツリーを
設置しました。

病院職員が一丸となり、力を合わ
せ病院ロータリーにイルミネー
ションを設営しました。
患者さんに少しでも明るい光が届
き、皆様の癒やしになれば幸いで
す。
この場所が病院を訪れる方々の安
らぎの場所となることを願ってお
ります。
お立ち寄りの際、ご欄ください。
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臨床研究部論文
～機械学習を用いた脊髄損傷後の機能予後予測～

臨床医学分野における被引用件数の上位 1％に入りました

臨床研究部長　植村　修

• 被引用件数の上位 1％は、本論文の質の高さを明示しております。
• 臨床医学分野に大きな影響を与え、今後の発展に貢献していくことが期待されます。

　米国のリハビリテーション医学会の学会誌である Archives of Physical Medicine and 
Rehabilitation に掲載された、当院の加藤千尋リハビリテーション科医師と植村修臨床研究
部長の論文 “Functional Outcome Prediction After Spinal Cord Injury Using Ensemble 
Machine Learning” 1) が、Clarivate 社が集計する、臨床医学分野における被引用件数の上位
1％に入りました。Clarivate 社は毎年、被引用件数を用いてその年のノーベル賞候補を予想
することでも知られています 2)。
　科学界への貢献を図る尺度の一つに被引用件数があります。これは、ある論文が他の論文
に何回引用されているかを示すものです。より多い引用件数は、それだけその分野に影響を
与えたことを示唆しています。論文の被引用件数は、研究活動の国際比較の指標としても用
いられています 3)。上位 1％の被引用件数が低下傾向にある本邦において、臨床医学分野での
達成は特筆に値すると言えるでしょう。
　今回の報告では、独立行政法人国立病院機構村山医療センターの脊髄損傷患者のカルテ情
報を用いて、入院時の身体所見のみから退院時の日常生活動作で見た機能予後を、コンピュー
タを用いた機械学習という手法を用いて高精度に予測することができることを示したもので
す。これにより、脊髄損傷患者がその身体状況に応じて目指すべきリハビリテーションゴー
ルを、入院時に示すことができるようになりました。
　また、同医師らは上記雑誌の同じ号に、機械学習法を用いた脊髄損傷患者の自宅退院可否
を予測する機械学習法も報告しています 4)。今後は、排泄や歩行、適正な入院期間などの予
測モデルを確立することが期待されています。

論文情報
1): https://www.archives-pmr.org/article/S0003-9993(23)00478-1/fulltext
2): https://clarivate.com/news/clarivate-reveals-citation-laureates-2024/
3): https://www.nistep.go.jp/sti_indicator/2022/RM318_42.html
4): https://www.archives-pmr.org/article/S0003-9993(23)00479-3/fulltext

本件のポイント

本件の概要

TOPICS



10  Murayama Hospital News  

患者さんの笑顔を支える看護師を募集
しています。あなたの力で、より良い
医療を一緒に実現しましょう。

独立行政法人国立病院機構
村山医療センター

新
卒
採
用

中
途
採
用

R6･7年度R7年度
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年間休日

新しい挑戦と成長の場がここにあります
一緒に最高のケアを提供しませんか

１４
日/年

１００％
１２５日

以上

有給
取得日数

代休
取得率

手術室勤務の
私の一日

ぼーんちゃん



12  Murayama Hospital News  



  Murayama Hospital News  13

今号の記事：
あけまして

おめでとうございます�

2025年もよろしくお願いします。

こんにちは����療センターInstagram�式アカウントは
もう見ていただけましたか�アカウント���動から1年が��し
コンテンツも��してきました�
ありがたいことにフォロワーも４００�を�破しました☺ 
�年も�さまに�味を持っていただけるようなコンテンツを
��していきますのでフォローしてお待ちください�

QRコードはこちらから�

ムラグラムムラグラム
vol.3



外 来 診 療 担 当 医 師

診療について 診 　 療 　 日
診療受付時間

月曜日～金曜日（祝日及び年末年始は除く）
初診の方　午前8時30分～午前11時00分
再診の方　午前8時30分～午前12時00分

※急患は（整形外科）随時受付けております。
　専門外来については医事窓口にてお問合せ下さい。
　毎月初めに保険証の提示をお願いします。変更のあった場合はお知らせ下さい。

独立行政法人国立病院機構 村山医療センター
〒208-0011　東京都武蔵村山市学園2-37-1

TEL  042-561-1221（代）　FAX 042-564-2210
URL : http://www.murayama-hosp.jp/

令和6年12月1日現在■ 一　般　外　来

■ 専　門　外　来

初診：8時30分～ 11時まで
再診：8時30分～ 12時まで

診療科等 月 火 水 木 金 備　考

月 火 水 木 金 備　考

内科／リウマチ科 岡 田

飯 野

片 寄 片 寄

大 石 飯 野 大 石大 石

吉 原

外　　科

脊椎

関節

肩

一般

初診

歯　　科

診療科等

側　弯

内科リウマチ

脊椎脊髄センター

骨粗鬆症・筋老化

装具外来
（リハビリ科）

再

　診整形
外科

リハビリテーション科

谷 戸
小 林
北 川

松 川
陣 内
柴 田

許 斐
加 藤
矢 内

清 水
森 重

高 島
湯 浅

交替制

笹 﨑
中 村

堤 植 村 松 田 山 﨑 下 村

吉 武 吉 武 吉 武

片 寄
（13：00～）

藤 吉
（9：00～9:30）

柴 田
（13：30～）

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

股・膝関節・下肢

脊髄損傷
側　　弯
脊椎・脊髄

（頚椎・胸椎・腰椎）

リハビリ科医師
(13:00～）

（全て予約のみ）

※受付時間 ( )

吉 武
(第2・4週)

吉 田
(第2.4.5週 13:30～)

吉 武
(第1・3・5週)

許 斐(第1週午後)
古 川(15:30 ～ )

藤 吉(第1・3週)
小 林(第2・4週)
 (9:00 ～ 9:30)

矢 内
(第1・3週　午前)

加藤（貴）
(第2・4週　午前)

矢 内（15：00 ～）
許 斐（16：00 ～）

竹 光
（第1・2・3・5週　13-15時）

竹 光
藤 吉
古 川

小柳津
橋　本

芝 渡 辺
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※循環器科、皮膚科、精神科については、一般外来を行っておりません。        


